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研究成果の概要（和文）：副交感神経の主要な伝達物質であるアセチルコリンが、膵β細胞機能維持にかかわる分子機
構を明らかにすることを目的とした。培養膵β細胞とマウスを用い検討したところ、培養膵β細胞、マウスともにアセ
チルコリン投与により膵β細胞増殖が起きることが明らかとなった。アセチルコリンによる膵β細胞増殖機構として、
阻害剤、欠損マウスの解析から今まで重要と考えられている分子（IRS-2、Akt、MAPkinase）とは異なった別の分子の
関与が考えらた。マウスにコリン作動薬投与を行うと膵β細胞増加を起こすとされているGLP-1分泌の増加を認め、増
殖に関与している可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the molecular mechanism of acetylcholine which was the major neuro
transmitter of the parasympathetic nerve, in pancreatic beta-cell maintenance. Pancreatic beta-cell prolif
eration was caused by the acetylcholine administration in pancreatic beta-cell line (MIN6) and mouse. It i
s known that the molecules such as IRS-2, Akt and MAPkinase, make the important role in mechanism of pancr
eatic beta-cell proliferation. However, acetylcholine was able to stimulate the pancreatic beta-cell proli
feration independently of these molecules. GLP-1 secretion was increased by the acetylcholine administrati
on in mouse. It was suggested that acetylcholine caused beta-cell proliferation through GLP-1.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 膵β細胞　アセチルコリン　GLP-１

内科系臨床医学・代謝学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
糖尿病患者では発症初期からインスリン
分泌障害を含めた膵β細胞機能障害が認め
られることや、膵β細胞量が早期から減少し
ていることが明らかとなり、あらためて膵β
細胞の重要性が認識されている。近年下記の
様に、膵β細胞機能維持には中枢神経による
調節が重要視されており、本研究では副交感
神経の主要な神経伝達物質であるアセチル
コリンに注目した。 
（１）食物摂取前より視覚や嗅覚の刺激で脳
から迷走神経を介して膵β細胞近傍の神経
終末からアセチルコリンが分泌されβ細胞
からインスリンが分泌される。更に摂食中も
アセチルコリンはグルコース応答性インス
リン分泌を増強する(Gromada and Hughes, 
Cell Metabolism 3, 390, 2006)。 
（２）アセチルコリンのレセプターである
M3 receptorのβ細胞特異的欠損マウスが報
告され、耐糖能異常、インスリン分泌の低下
を 示 し て い る (Gautam et al. Cell 
Metabolism 3, 449, 2006)。 
（３）膵臓迷走神経遮断により膵β細胞増加
が抑制される(Imai et al. Science 322, 1250, 
2008, Edvell et al. Am. J. Physiol. 274, 
E1034, 1998) 
以上から、迷走神経、副交感神経が膵β細
胞の量や機能の維持に重要な役割をなして
いると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、血糖コントロールに関わる器官
として脳・神経を組み入れ、その中でも特に
副交感神経に注目し膵β細胞機能への影響
を解析することを目的とした。第１に副交感
神経の主要神経伝達物質であるアセチルコ
リンが膵β細胞機能維持（インスリン分泌、
インスリンシグナルを介してのβ細胞の生
死、複製）にどのように関わっているかを明
らかにし、神経伝達物質の作用を調節する分
子を探索する。第２に新規糖尿病治療薬とし
て注目されている消化管ホルモン GLP-1 の
膵β細胞機能維持において、神経調節の関与
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）神経伝達物質（アセチルコリン）の膵
β細胞増殖能、インスリンシグナルの検討 
膵β細胞 cell line である MIN6 細胞、マ
ウス、マウスから単離した膵島の各々をアセ
チルコリンアナログにて刺激し、β細胞増殖
能、インスリン分泌、インスリンシグナルの
検討を行う。β細胞増殖能の評価は、MIN6 細
胞では BrdU の取り込みを FACS を用いて行い、
マウスでは膵β細胞への BrdU の取り込みを

組織学的に検討した。インスリン分泌の評価
は ELISA 法を用い、インスリンシグナルの解
析は Western blot 法を用い検討した。 
（２）GLP-1 のβ細胞増殖機構への神経調節
の役割 
 マウスにコリン作動薬投与を行いGLP-1分
泌の変化を検討する。MIN6 に GLP-1、カルバ
コール刺激を行いβ細胞増殖、インスリンシ
グナルの相加相乗効果の検討する。 
（３）β細胞においてアセチルコリンやその
レセプターM3 receptor の作用を調節する分
子の探究 
 各種糖尿病モデルマウス（グルコキナーゼ
欠 損 マ ウ ス 、 IRS(insulin receptor 
substrate)-1 欠損マウス、IRS-2 欠損マウス
等）や、関連分子を遺伝子導入した MIN6 細
胞、siRNA でのノックダウンした細胞を用い
アセチルコリン刺激によるインスリン分泌、
β細胞増殖能を比較検討する。 
 
４．研究成果 
アセチルコリンの膵β細胞増殖能につき、
膵β細胞 cell line である MIN6 細胞とマウ
スを用い検討した。MIN6 細胞の検討ではアセ
チルコリン添加により細胞数が増加し、BrdU
取り込みも有意に増加していた。マウスにコ
リン作動薬を経口投与し組織学的に膵β細
胞への BrdU 取り込みを検討したところ、ア
ゴニスト投与にてマウスの膵β細胞増殖が
起きることを確認した（図 1）。 
 

 
インスリンシグナルの活性化は膵β細胞
の複製に関わっているとされており、アセチ
ルコリン刺激によるインスリン分泌やイン
スリンシグナル活性化、その下流分子の活性
化を検討した。 
アセチルコリン刺激インスリン分泌を、
MIN6 細胞とマウスを用い検討したところ、
MIN6 細胞では、アセチルコリン刺激により低
濃度、高濃度ブドウ糖下ともにインスリン分
泌の増加を認め、マウスの検討でも、アセチ
ルコリン皮下投与によりインスリン分泌増
加作用を認めた。またマウス単離膵島におい
ても同様にインスリン分泌増加を認めた（図
2）。 
 



 
マウスでは、インスリン分泌増加とともに
糖負荷後の血糖改善作用を確認した。この血
糖改善効果は糖尿病モデルマウスである
IRS-1 欠損マウス、IRS-2 欠損マウスでも、
同様に認められた。 
MIN6 細胞で、アセチルコリン刺激により
IRS-2 と MAPkinase リン酸化が亢進していた
が、Akt のリン酸化は認められなかった。
MAPkinase 阻害剤による検討では、アセチル
コリン刺激による BrdU 取り込みは抑制され
なかった。また、IRS-2 欠損マウスを用いた
組織学的解析では、コリン作動薬投与による
膵β細胞での BrdU 取り込みは抑制されなか
った。以上から、アセチルコリンによる膵β
細胞増殖機構として、IRS-2、Akt、MAPkinase
非依存性の経路が関与していると考えられ
た。 
マウスにコリン作動薬投与を行うと GLP-1
分泌の増加を認め、β細胞増殖に関与してい
る可能性が考えられた。 
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